
第 ８ 期 決 算 公 告
平成 24年 10月 10日

東京都千代田区永田町二丁目13番10号
流山プロパティー特定目的会社

取締役 松澤 和浩
損益計算書の要旨

e自 平成24年１月１日g
f至 平成24年６月30日h

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 640,485
営 業 費 用 370,514
営 業 利 益 269,971
営 業 外 収 益 135

経 常 利 益 270,106
税引前当期純利益 270,106
住 民 税 475

当 期 純 利 益 269,631
前期繰越損失 408,152
当期未処理損失 138,521

貸借対照表の要旨 (平成24年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
預 金 851,136流 動 負 債 397,878
建物及び附属設備 6,011,248固 定 負 債 12,114,509
構 築 物 165,526 負 債 合 計 12,512,387
器具及び備品 15,876社 員 資 本 1,004,479
機械及び装置 16,954 特 定 資 本 金 405,200
土 地 5,251,990 優 先 資 本 金 737,800
特定資産合計 12,312,729 剰 余 金 �138,521
流 動 資 産 1,098,215 当期未処理損失 138,521
固 定 資 産 105,851
投資その他の資産 105,851
繰 延 資 産 71

その他の資産合計 1,204,137 純資産合計 1,004,479
資 産 合 計 13,516,866負債・純資産合計 13,516,866
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